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表
彰
フ
ラ
ワ
ー
ブ
ラ
ボ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
（
Ｆ
Ｂ
Ｃ
）

萩
間
小
学
校
が
２
年
連
続
の
大
賞
を
受
賞

問
い
合
わ
せ　

萩
間
小
学
校　

中
村　

☎
（
54
）
０
０
２
０

表
彰
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
に
精
励

令
和
元
年
度
静
岡
県
統
計
功
労
者
表
彰
を
受
賞

問
い
合
わ
せ　

秘
書
政
策
課　

渥
美　

☎
（
23
）
０
０
５
２

　

令
和
元
年
度
静
岡
県
統
計
功
労
者
表

彰
式
が
11
月
26
日
、
静
岡
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
、
浅あ

さ

野の

依よ
り

子こ

さ
ん
（
勝

間
田
区
）、
岡お

か

本も
と

晴は
る

美み

さ
ん
（
細
江
区
）、

川か
わ

田た

順じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん
（
菅
山
区
）、
丹た

ん

所ど
こ
ろ

陽よ
う

子こ

さ
ん
（
大
江
区
）
の
４
人
が
、
静
岡

県
統
計
協
会
統
計
功
労
者
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

萩
間
小
学
校
で
は
長
年
、
学
校
と
地

域
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
学
校
花
壇
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
フ
ラ
ワ
ー

ブ
ラ
ボ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
（
Ｆ
Ｂ
Ｃ
）」
に

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
主
催
者
側

か
ら
提
供
さ
れ
る
花
の
種
を
育
て
、
生

育
状
態
や
花
壇
の
デ
ザ
イ
ン
、
地
域
貢

献
度
な
ど
が
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
は
、
萩
間
小
学
校
が
２
年
連
続

と
な
る
大
賞
を
受
賞
し
、
近
年
で
は
５

年
連
続
の
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
の
テ
ー
マ
は
「
希
望
の
道
」。
デ

ザ
イ
ン
は
全
校
か
ら
募
集
し
、
６
年
生

の
八や

木ぎ

美み

悠ゆ

さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
メ
ラ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
黄
色
い
小

さ
い
花
）
が
、
太
陽
の
よ
う
に
浮
か
び

上
が
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

11
月
26
日
に
は
、「
花
い
っ
ぱ
い
委

員
会
」
委
員
長
の
八や

木ぎ

和わ

奏か
な

さ
ん
（
６

年
）
と
副
委
員
長
の
三み

浦う
ら

楽こ
の
む

さ
ん
（
６

年
）
が
杉
本
市
長
の
も
と
を
訪
れ
、
受

賞
を
報
告
し
ま
し
た
。
２
人
は
、
草
取

り
や
花
摘
み
、
水
や
り
な
ど
の
苦
労
を

振
り
返
り
な
が
ら
も
、「
地
域
の
皆
さ
ん

の
助
け
を
た
く
さ
ん
受
け
て
い
る
の
で

う
れ
し
い
」
と
感
謝
し
ま
し
た
。

　

杉
本
市
長
は
「
最
大
の
評
価
を
受
け

た
の
は
す
ご
い
。
４
、５
、６
年
の
み

ん
な
で
や
る
か
ら
、
引
き
継
が
れ
て
い

く
。
縦
の
つ
な
が
り
の
伝
統
も
素
晴
ら

し
い
」
と
受
賞
を
喜
び
ま
し
た
。
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介
護

　

市
で
は
、
榛
原
医
師
会
や
榛
原
総
合

病
院
、
介
護
関
係
者
の
協
力
に
よ
り
、

多
職
種
に
よ
る
県
内
市
町
初
の
看
取
り

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
の
目
的

（
１
）
在
宅
療
養
や
在
宅
介
護
で
も
「
安

　

心
」
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、

　

在
宅
看
取
り
数
を
増
や
し
た
い
。

（
２
）
人
生
会
議
や
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

　

ト
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

（
３
）
自
分
の
最
期
を
ど
の
よ
う
に
迎
え

　

た
い
か
、
考
え
る
き
っ
か
け
を
つ
く

　

り
た
い
。（
本
人
の
意
思
決
定
支
援
）

伝
え
た
い
こ
と

（
１
）
誰
に
で
も
い
つ
か
は
訪
れ
る
命
の

　

終
わ
り
に
、
ま
ず
関
心
を
持
っ
て
も

　

ら
い
、
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

（
２
）
大
き
い
病
気
に
な
っ
た
時
な
ど
、

　

家
族
は
突
然
判
断
を
迫
ら
れ
る
（
告

　

知
、
延
命
処
置
、
今
後
の
こ
と
な
ど
）。

　

そ
の
時
に
家
族
が
戸
惑
わ
な
い
た
め

　

に
も
、「
自
分
は
ど
の
よ
う
な
最
期
を

　

迎
え
た
い
か
」
を
元
気
な
う
ち
か
ら

　

考
え
、
身
近
な
人
に
伝
え
る
必
要
が

　

あ
る
。

試
写
会
で
の
感
想
（
抜
粋
）

○
も
っ
と
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た

　

い
。
私
も
家
で
最
期
を
迎
え
た
い
と

　

思
う
。

○
家
族
と
話
題
に
し
た
い
。

○
在
宅
医
療
は
「
患
者
さ
ん
が
た
だ
家

　

に
帰
る
こ
と
」
で
あ
り
、
家
族
だ
け

　

で
が
ん
ば
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と

　

い
う
こ
と
が
分
か
り
や
す
く
表
現
さ

　

れ
、
よ
か
っ
た
。

今
後
の
予
定

　

３
年
間
を
目
安
に
、
上
映
会
の
実
施

な
ど
に
よ
り
普
及
啓
発
を
行
う
予
定
で

す
。

　

上
映
会
の
実
施
を
希
望
す
る
地
区
、

団
体
は
、
長
寿
介
護
課
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

安
ら
か
な
看
取
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
天
国
へ
行
っ
た
ぎ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
を
作
成
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　

長
寿
介
護
課　

加
藤　

☎
（
23
）
０
０
７
６

表
彰
地
方
自
治
の
伸
展
に
寄
与

令
和
元
年
度
静
岡
県
知
事
表
彰
地
方
自
治
功
労
表
彰
を
受
賞

問
い
合
わ
せ　

秘
書
政
策
課　

森
田　

☎
（
23
）
０
０
５
２

　

静
岡
県
の
発
展
の
た
め
、
長
年
、
社

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
貢
献
、
あ
る
い
は
地
域
の
た
め
に

地
道
な
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
人
を

表
彰
す
る
令
和
元
年
度
静
岡
県
知
事
表

彰
式
が
11
月
３
日
、
静
岡
県
庁
で
開
催

さ
れ
、
本
市
か
ら
は
、
前
牧
之
原
市
長

の
西に

し

原は
ら

茂し
げ

樹き

さ
ん
（
豊
岡
区
）
が
地
方

自
治
功
労
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

西
原
さ
ん
は
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
や
地
域
医
療
体
制
の
充
実

に
尽
力
す
る
な
ど
、
地
方
自
治
の
伸
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

川勝平太知事から表彰状を受け取る西原さん（右）表彰を受けた岡本さん

交
流
牧
之
原
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

み
ん
な
で
え
ら
ぼ
う　

牧
之
原
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

問
い
合
わ
せ　

情
報
交
流
課　

田
中　

☎
（
23
）
０
０
４
０

大賞を受賞した本年度の花壇

大賞受賞を報告した
八木さん（左から２人目）と三浦さん（中央）

「天国へ行ったぎんばあちゃん」ＤＶＤの
ジャケット（開いた状態）

牧之原市で生まれ育った人たちと移住してきた人たちとで
会議を重ね、牧之原市の魅力を伝える言葉を考えました。
あなたが「いいね！」と思うものに、投票をお願いします！
どなたでも投票していただけます。

WEB投票ページ

５つのスローガンの中から、あなたのお気に入りを一つ選んで投票してください。

［投票場所］
　市内公共施設、店舗、イベント会場
　WEB投票ページ（http://www.makinohara-cp.com）
［投票期間］
　２月23日まで
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